
コウチュウ目ハムシ科 石川県カテゴリーイネネクイハムシ 情報不足

なし国カテゴリー

北海道、本州、佐渡島、隠岐島、四国、九州、口永良部島、種子島、与那国島。
国内分布

加賀市、穴水町。
県内分布

体長6.0～7.0mm。上翅の金属光沢は弱く、赤、緑、紫、青色を帯びる。上翅末端は幅広い。上翅会合

部は末端近くで反転せず、腹部第１節は中央に１対の小突起を装う。触角第３節は第２節より長い。
形　　態

幼虫はイネやハスの根を食害することから、害虫として比較的よく知られた種である。しかし、近年、

各地で減少が著しい。県内でも分布は局所的で、２箇所で確認されているのみである。
選定理由

成虫は５～11月に出現し、ハス、ジュンサイ、ヒツジグサ、ヒルムシロ、ヒシなどの浮葉植物を摂食

する。夏期に灯火に飛来する。
生　　態

池沼、湿地の様々な開発による消失、各種排水や農薬使用による水質汚染が脅威となっている。
生存の危機
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